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研
究
蛛
滴

宇
都
宮
士
龍
と
「
延年
集
』

高

橋

昌

彦

近
世
中
期
、
殊
に
京
阪
の
漢
詩
人
た
ち

の
交
流
の
中
で
、
宇
都
宮
士
龍
の
名

を
見
る
事
は
、
屡

々
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
名
を
残
す
事
に

な

っ
た
の
は
、
三
原
妙
正
寺
の
寄
題
詩
を
当
時
の
文
人
た
ち
よ
り
集
め
た
こ
ろ

に
あ
る
と
言
え
る
。
頼
春
水

『
師
友
志
』
に
、

宇
都
宮
潭
、
字
士
龍
、
謂
瀧
蔵
㌔
備
後
三
原
士
人
、
月
刀
筆
小
吏
累
遷
、

至
緊
郡
務
㌦
為
汰
端
亮
淳
深
、
演
器
局
㌦
言
欝
安
定
至

句
、
挙
動
必
由
規

矩
,、
而
直
風
趣
「
傭
騒
雅
へ
納
麦
都
會
名
士
㌔
三
原
妙
正
寺
景
勝
殊
絶
、

士
龍
為
乞

四̀
方
寄
題
㌔

一
時
名
家
詩
集
、
必
清
其
詩
㌦
其
勝
大
著
、
士
龍

之
力
也
、
然
皆
為
壌
君
諌

、
非
噛
為
也
、
余
澱
寄
題
詩
港
、
亦
詳
髭

事
㍉

と
記

述

が

あ

る

の
は

、

決

し

て

誇

大

な

表

現

で
は

な

い

。

『
寄

題

三

原

妙

正

寺

」

(

『
増

補

三

原

志

稿

』

・

『
備

後

叢

書

』

五

・

『
三

原

市

史

』
四

に

翻

刻

、
原

本
は

今

も

三

原

妙

正

寺

が

所

蔵

)

の
顔

触

れ

が

、
混

沌

社

や

賜

杖

堂

に

連

な

る

面

々
で
あ

る

事

か

ら

も

、
事

実

と

頷

け

よ

う

。
ま

た

、
江

村

北

海

は

、

『
授

業

編

』
巻

之

九

に

お

い

て

、

備

後

三

原

ノ

。
宇

都

宮

龍

藏

ハ

。
勤

厚

ノ

士

ナ

リ

。
嘗

テ

三

原

妙

正

寺

ノ

題

詩

。

且

記

文

ヲ
求

ム

。
其

地

理

ヲ

細

力

二
圖

シ

。
外

に

紬

圖

ヲ

ニ

枚

ソ

ヱ
タ

リ

。

噸
枚

ハ

。
妙

正

寺

ヨ

リ

海

上

ヲ
望

ム

景

。

一
枚

ハ
海

上

ヨ

リ

妙

正

寺

ヲ
望

ム

圖

ニ

シ
テ

。
丁

寧

ヲ

悉

セ
リ

。

力

・
ル
ポ

ド

ニ
。

居

ナ
ガ

ラ

其

勝

概

手

ニ
ト

ル

如

ク

。
ナ

マ

ナ

力

其

地

ヲ

経

テ

。

ア

ラ

マ
シ

ニ
目
撃

シ

タ

ル

ニ

ハ

。

反

ツ
テ

ハ

ル
力

二
愈

レ

リ

。

サ

レ

バ

是

等

ノ
事

ハ
。

乞
求

ル

人

。
其

心

得

ア

ル

ベ

シ

。

と

、

「
寄

題

詩

文

」

の
心

得

の
例

と

し

て

掲

げ

て

い

る

。
宇

都

宮

士

龍

は

、

哨

時

代

に

は

知

名

の
士

で
あ

り

な

が

ら

、
今

日

忘

れ

去

ら
れ

た

人

物

の

一
人

と

言

え
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
我

々
が
目
に
す
る
資
料
は
少
な
く
、
人

名
辞
書
類
に
も

、
そ
の
名
を
探
す
事
は
出
来
な
い
。
唯

一
、

『
増
補
三
原
志
稿
』

に
は
、名

は
維
潭
龍
藏
と
稲
す
、
其
先
関
東
の
名
族
に
し
て
後
大
内
氏
毛
利
氏
に

仕
へ
遂
に
淺
野
家
に
仕
ふ
、
士
龍
に
至
り
文
学
を
以
て
名
あ
り
、
天
下
の

碩
学
と
交
り
、
遂
に
君
主
の
命
を
受
け
て
妙
正
寺
寄
題
詩
を
蒐
む
、
得
る

所
頗
る
多
し
。
今
寺
に
納
む
る
も
の
是
れ
な
り
、
天
明
元
年
十

一
月
十
五

日
残
す
、
壽
徳
寺
に
葬
る
。

と
あ
り
、
そ
の
没
年
と
墓
所
が
知
れ
る
程
度
で
あ
る
ー
こ
の
記
述
を
頼
り
に
、

壽
徳
寺
を
訪
ね
た
が
、
士
龍
の
墓
を
見

つ
け
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
こ
こ

に

、
伝
を
形
成
す
る
程
の
資
料
も
な
い
が
、
士
龍
に
関
し
て
、
前
記
の
資
料
に

付
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
事
共
を
記
し
て
み
る
。

士
龍
と
交
友
の
深
か
っ
た
人
物
と
し
て
平
賀
中
南
が
い
る
。
そ
の
伝

『
経
学

者
平
賀
晋
民
先
生
』
の
巻
頭
写
真
に
は
、

「
宇
都
宮
士
龍
筆
蹟
」

・
「
宇
都
宮

士
龍
像
」
が
載
り
、

『
日
新
堂
集
」
の
詩
文
に
は
、
数
多
く
士
龍
の
名
が
登
場

し
て
い
る
。
以
下
、
同
集
よ
り
士
籠
及
び
士
籠
の
家
族
に

つ
い
て
わ
か
る
こ
と

を
記
す

。

○

「
宇
都
宮
士
籠
母
君
松
田
氏
七
十
序
」

(
巻
之
七
〉

宝
暦
六
年
、
後
述
す
る
。

○

「
宇
都
宮
士
籠
母
君
八
十
序
」

(
巻
之
七
〉

明
和
三
年
の
作
。

○

「
宇
都
宮
士
龍
六
十
序
」

(
巻
之
七

〉

安
永
八
年
八
月
八
日
の
作
。
こ
の
年
、
士
龍
が
齢
六
十
で
あ
れ
ば

、

享
年
は
六
十
二
と
な
る
。

○

「
潮
鴫
館
記
」

(
巻
之
八
〉

士
龍
の
居

「
潮
鳴
館

」
に
つ
い
て
は
、

『
葛
子
琴
詩
』

・
『
春
水
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遺
稿
』
等
に
も
見
え
る
。
子
琴
は
安
永
四
年
、
春
水
は
同
五
年
の

作
と
な

っ
て
い
る
。

○

「
田
中
氏
行
實
」

(
巻
之
九
〉

士
龍

の
室
の
行
状
、
安
永
八
年
正
月
十
六
日
没
、
年
四
十
。
四
男

三
女
を
育
て
た
と
あ
る
。

『
春
風
館
日
記
』

(
『
広
島
県
史
』
近

世
資
料
編
切
に
翻
刻

〉
に
登
場
す
る

「
三
原
宇
都
清
蔵
」
は
そ
の

息
子
で
あ
ろ
う
か
。

○

「
祭
宇
都
宮
士
龍
北
堂
松
田
氏
文

」

(
巻
之
九

)

没
年
を

「
安
永
某
年
月
日
」
と
の
み
記
し
て
い
る
が
、
文
中
よ
り

安
永
五
年
春
に
は
既
に
逝

っ
て
い
た
事
が
判
る
。

更
に
、
江
村
北
海

『
北
海
先
生
文
紗
』
に
は
、

○

「
宇
都
士
龍
慈
緯
八
十
八
歳
序
」

(
巻
之
上

〉

○

「
宇
都
友
壽
墓
碍
」

(
巻
之
中
)

が
見
え
る
。
前
者
に
は
、
葛
子
琴
に
安
永
三
年
の
作
と
し
て

「
米
田
山
歌
壽
宇

都
母
八
十
八
」

(
『
葛
子
琴
詩
』
〉
が
あ
る
。
後
者
は
、
士
龍
の
父
の
墓
誌
で

あ
る
が
、
宇
都
宮
氏
の
家
系
に
つ
い
て
窺

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
友
壽
は
、

元
文
元
年
十
二
月
五
日
、
五
十
五
歳
で
没
し
て
お
り
、
士
龍
は
、
三
男
の
仲
子

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

又
、

『
日
本
詩
選
』
作
者
姓
名

は
、

字
士
龍
、
備
後
三
原
人
、
俗
称
龍
蔵

、
仕
添
府
「
勤
慎
而
浦
吏
才
、
登
庸

當
路
、
職
事
鞍
掌
、
而
不
廃
文
雅
。

し

レ

亀

層

と

、
能

吏

に

し

て

、

且

つ

、
文

雅

を

愛

す

る

を

述

べ

、

『
日

本

詩

史

』
巻

之

五

は

、

三

原

。
雛

在

備

後

。

入

藝

侯

封

内

。
山

海

環

抱

。
殊

畳

形

勝

。
頗

有

好

詩

者

芥

彦

章

。
往

遊

其

地

。

尋

余

遊

嚴

島

。

彦

章

胎

書

三

原

諸

子

。
為

余

西

道

主

人

宇

士

龍

。
安

子

桓

。
川

則

之

。
敬

待

最

至

。

三

子

好

詩

。
士

龍

最

一

レ

鐸

鐸

　

。

と
、
そ
の
詩
才
を
評
し
て
い
る
。
そ
の
詩
才
故
に
、
ま
た
、
当
時
の
多
く
の
騒

人
墨
客
と
の
交
流
も
成
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
官
吏
と
し
て
の
能
力
、

詩
才
と
共
に
、
も
う

網
つ
士
龍
に
は
、
孝
行
と
い
う
評
価
が
加
わ
る
。

『
日
本

詩
選
続
編
』
巻
之
五
に
採
ら
れ
た
士
龍

「
家
慈
八
十
壽
詞
」
の
割
注
に
は
、

世
之
稲
士
餌
者
、
或
謂
純
孝
一、
或
謂
精
墨
、
此
詩
親
海
氏
延
壽
へ

遂
及
.墳

侯
遡
算
へ
足
偽
左
券
㌦

士
龍
已
純
孝
臭
、
是
以
母
氏
享
年
垂
洗
十
「
已
精

忠
臭

、
是
以
頻
年
超
進

、
寛
職
當
路
、
加
之
天
資
好
学
、
又
能
雅
尚
韻
事
、

一

レ

品

加
祉
龍
除
無
澗
然
「

と
、
手
放
し
の
讃
辞
が
附
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
先
に
い
く
つ
か
引
い
た
よ
う

に
、
当
時

の
詩
人
達

の
詩
集
に
、
士
龍
の
母
の
寿
詩
を
散
見
す
る
こ
と
が
出
来

る
。そ

し
て
、
そ
の
寿
詩
の
う
ち

、
母
七
十
を
祝

っ
た

一
書
が

『
延
年
集
』
と
し

て
世
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
六
版
。
三
十
四
頁
。
宇
都
宮
士
龍
輯
、
同
七
五
校
。
発
行
者
宇
都
宮
七

五
。
昭
和
十

一
年

一
月
十
二
日
発
行
。

だ
が
、
今
ま
で
に
、
こ
の
本
を
引
い
た
論
等
を
目
に
し
た
事
は
な
く
、
こ
こ
で

少
し
く
触
れ
て
み
た
い
と
思
う

。
例
言
に
お
い
て
、
宇
都
宮
七
五
は
、

此
集
我
祖
宇
都
宮
士
聾

初
理

程

復
添
善

逝
輯
者
也
.
先
考
宇
都

宮
常
松
與
胞
弟
花
井
卓
藏
共
欲
劉
右
之
「
未
凍
而
相
尋
逝
莫
。
今
菰
値
洗

考
之
碁
年
忌
。
謂
其
吉
以
藁

秘
焉
法
。

と
こ
の
本
の
刊
行
に
つ
い
て
記
す
。
所
謂
饅
頭
本
で
あ
る
。
順
次
、
構
成
を
み

て
い
く
な
ら
ば
、
最
初
に

「
延
年
集
序
」
と
し
て
、

「
寳
暦
丁
丑

(
七
年

〉
之

春

越
前

清
絢
撰
」
と
、
清
田
僚
聖
の
序
が
載
る
。
次
に
、
編
者
士
龍
の
文
。

こ
の
書
の
性
格
を
み
る
上
で
引
い
て
み
る
。

寳
暦
丙
子

(
六
年

〉
春
二
月
六
日
家
母
七
十
誕
辰
也

。
廼
刀
三
日
穀
篭
上

壽
「
此
直
所
領
而
則
然
.
馨

親
族
故
茜
贋
酒
餓
來
以
窪

祝
「
近
郷
交

遊
及
社
中
諸
君
メ
賀
錫
薯

客

璽

.

世
孟

山
君
.
特
妻

憲
馨

一60一



草
「
命
祷

臣
吾
友
新
濟
美
恩
期
之
「
實
希
世
之
賜
也
。
適
平
安
芥
丹
丘
先

生
為
作
壽
序
拉
壽
詩
「
盗

嘉
君
子
詩
菟
猿
贈
「
潭
也
漆
湛
慶
犀

併
洗

諸
作
以
牽
庭
閤
「
跳
而
請
詠
之
則
又
皆
棄
然
圭
璋
光
彩
交
暎
清
響
互
登
。

誠
足
楽
寵
母
氏
奥
。
潭
之
庸
劣

娠
辱
承
沃

鍋
不
「亦
榮
幸
乎
。
蓋
保
壽
延
遡

人
生
至
楽
。
而
況
著
乏
文
字
福
之
歌
詠
以
満
干
江
湖
傳
干
千
載
乎
。
聯
輯

録
以
當
惰

山
篇
「
遂
名
鋼
延
年
「

寳
暦
丙
子
五
月
望

生
田
潭
拝
稽
首
書

賀
宴
の
日
時
や
様
子
、
芥
川
丹
郎
と
の
深
交
の
程
が
窺
い
知
れ
る
。

本
文
に
入
る
と
、
寄
せ
ら
れ
た
詩
序
が
、
三
原
世
子
鷹
山
公
を
筆
頭
に
続
く
。

そ
の
数
は
、
序
が
三
、
七
言
絶
句
が
三
十
七
、
七
言
律
詩
が
五
、
五
言
律
詩
が

二
、
四
言
詩

一
で
、
作
者
は
四
十
二
名
を
数
え
る
。
勿
論
、
そ
の
中
に
は
、
先

に
掲
げ
た
平
賀
中
南
の
序
も

「
生
田
母
松
田
大
弼
七
十
序
」
と
し
て
入
集
し
て

い
る
。
う
ち
、
い
く
つ
か
を
引
い
て
み
る
。

壽
序

唱
篇
敬
賀
三
原
田
士
龍
令
堂
七
秩
初
度

平
安

芥
丹
丘
先
生

余
客
歳
遊
於
山
陽
「
客
翫於
三
源
三
旬
。
三
原
人
士
與
徐
深
交
者
為
田
士
龍
噂。

士
龍
朝
夕
從
徐
遊
。
余
亦

噌
訪
虞

虐
謁
士
龍
母
氏
「
母
氏
年
難
筒
有
凝
警
。

豆
一余
至
殼
期

黍
一待
接
送
迎
惟
謹
。
後
余
欝
三
原
瀞

京
。
士
龍
及
諸
子
遠
送
`

郊
外
。
士
龍
臨
別
告
徐
日
潭
母
氏
明
年
七
十
臭
。
潭
小
吏
家
貧
又
諜
婆
妾
一

侍
養
。

一
母

一
子
零
丁
無
特

。
幸

逢
電
秩
幣
貌
物
度
之
長
。
顧
無
鞘
箔
之

欝
。
願
先
生
麟
京
後
幸
賜
雄
文
實
希
世
之
賜
也
。
余
日
吾
子
所
請
敢
忽
之

哉

。
既
錫
原
奔
礎
世
故
稚
日
不
飴

延
及
吟
春
'、
春
風
融
熟

居
齋
ヰ
。
忽
相
ρ

田
生
母
氏
初
度
魯

將
犠
祐
…栖
之
僻
㌔
窮
謂
凡
世
之
所
墳

三
「
徳

一
槻

一
爵

一
。
夫
徳
與
歯
天
爵
也
。
公
侯
卿
太
夫
人
爵
也

。
而
有
天
爵
然
後
能
保
人

9

置

昌

レ

爵
「
筍
無
灰
爵
測

無
腺
汰
爵
「
故
今
世
公
侯
地
方
千
里
富
堵
染
楚
徒
有
翫人

爵
。
驕
奢
潜
逼
上
違
覇
王
之
法
。

噌
朝
爵
奪
地
削
國
滅
家
絶
者
比
比
可
数

臭
。
此
其
為
公
侯
之
母
者
安
則
患
危
存
則
擢
h亡
。
声
着
為
釜
庶
浦
天
爵
者

之
母
乎
。
士
龍
吏
士
也
。
而
篤
實
謹
行
最
長
武
藝
兼
嗜
學
術
精
通
経
義
又

善
ち文
章
㍉
此
庶
犠

玄
天
鳶
者
臨哉
。
故
母
氏
直
安
泰
之
樂

一無
危
催
之
患
「
故

齢
満
七
秩
渉
履
安
健
視
聰
不
蓑

。
此
其
壽
兆
所
陥以
蹄
累

有
駈人
爵
者
地

。
士

龍
以
此
語
詳
告
母
氏
。
母
氏
必
其
暁
爾
微
笑
焉
。
因
撰
侑
酒
之
群
日
。

5

一

昌

一

呂

レ

一

櫻
山
義
義
。
永
年
不
晶崩
。
有
松
堰
蓋
。
流
膏
維
凝
。
餐
斯
盤
液
,
壽
考
克

登
。
天
柞
孝
子
。
景
福
是
贋
。
麺
算
鶴
歯
。
相
比
鉦
聡
梢
.

先
に
、

『
日
本
詩
史
』
を
引
き

、
丹
邸
が
三
原
を
訪
れ
た
事
が
記
し
て
あ

っ
た

が
、
こ
の
文
に
よ
り
、
宝
暦
五
年
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、

「
延
年
集
序
」

を
撰
し
た
倣
聖
は
、
そ
の
中
で

「
以
士
龍
請
翻業
芥
君
彦
章
乃
今
介
而
徴
徐
言
㍉

余
於
彦
章
薄
兄
弟
誼
「
万
可
號
也
因
書
。」
と
、
丹
邸
を
介
し
て
寄
せ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

題
王
母
圖
賀
三
原
田
士
龍
令
堂
七
十

平
安

河
子
龍

彩
霞
春
鎖
瑳
華
豪
。
千
歳
蝸
桃
正
開
。
日
暖
瑠
池
王
母
降
。

玉
龍
遙
賀
五
雲
來
。

神
童
と
言
わ
れ
た
河
野
恕
斎
の
詩
。
安
永
八
年
、
三
十
七
歳
で
没
し
た
恕
斎
、

宝
暦
六
年
は
十
四
歳
で
あ

つ
た
。
尚
、
こ
の
詩
は

『
延
年
集
』
巻
頭
に
写
真
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

寄
賀
宇
士
龍
生
母
氏
七
十
華
誕

西
肥

大
潮

王
母
蟻
桃
又
著
花
。
翻
翻
青
鳥
舞
仙
家

。
聞
今
容
色
如
而
立
。

七
十
人
間
韓
自
誇
。

送
士
龍
宇
都
君
兼
壽
其
太
夫
人

浪
華

葛
子
琴

揚
帆
豊
為
憶
鱈
魚
。
知
子
中
情
在
筒
聞
。
游
洛
銀
笙
來
彩
瓜
。

渡
江
寳
剣
暎
紅
漿
。
還
家
見
戯
衣
無
改
。
変
世
君
恩
嚢
有
鹸
。

多
暇
園
庭
御
輿
日
。
三
原
秋
興
定
紛
如
。
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と

、

今

日

、
名

を

残

す

人

々

の
詩

が

寄

せ

ら

れ

て

い

る

。
ま

た

、
士

龍

の
文

中

に
も

あ

つ
た

が

、
社

中

の
人

物

と

し

て

、
川

口
西

洲

や

安

井

子

桓

等

六

人

の
名

が

見

え

る

。
平

賀

中

南

は

、

「
官

務

之

暇

。

輿

二
三

同

店

。

曝
壕

於

其

中
下
」

(

「
潮

鳴

館

記

」

〉
と

社

中

の
様

子

に

触

れ

て

い
る

。
三

都

は

、

固
よ

り

、
宝

暦

年

間

に

お

い

て

、
詩

社

が

地

方

に

形

成

さ

れ

て

い
た

事

は

、
既

に
指

摘

さ

れ

る

と

こ
ろ

で
あ

る

が

、
そ

の

一
つ
に

、
三

原

と

い

う

地

を

加

え

る

こ
と

が

出

来

よ

う

。

詩

文

の
流

行

の
中

で

、

士
龍

の
よ

う

な

一
地

方

の

文

雅

の

士

を

見

て

い
く

こ

と

は

、
当

時

の
地

方

と

都

市

と

の

関

わ

り

、
そ

の
中

を

活

動

し

た

文

人

た

ち

を

追

い
駆

け

る
上

で

、
大

切

な

事

で

あ

る

。

そ

し

て

、

こ
れ

ま

で

紹
介

さ

れ

る

こ

と

の
な

か

っ
た

『
延

年

集

』
は

、

そ

ん

な

文

人

た

ち

の
交

流

の

一
端

を

垣
間

見

さ

せ

て

く

れ

る

一
書

と

言

え

よ

う

。

最

後

に

、

『
延

年

集

』

の
作

者

名

を

本

文

の
順

番

通

り

に

載

せ

る

。
氏

名

の

下

の

注

は

、
同

書

に

そ

の
ま

ま

附

さ

れ

て

あ

る

も

の

で
あ

る

。

盧

山

平
安

芥
丹
丘

先
生

豊
前

石

伯

卿

平
安

芥

氏

平
安

河

子

龍

平
安

田

氏

平
安

御

厨

氏

平
安

御

厨

了

英

平
安

木

文

柄

平
安

篠

子

昌

平
安

左

達

聰

丹
後

僧

子

鳳

越
後

田

氏

浪
華

宮

氏

蓼
河

菅

氏

浪
華

江

田

子

潮

安
岐

新

濟

美

安
岐

秋

氏

[
三
原
世

子
]

[
名
煩
字
彦
章

]

[
名
正
恒
號
麟
洲
小
倉
儒
臣
]

[
名
清
丹
丘
先
生
長
子
十
三
歳
]

[
岡
龍
洲
先
生
長
子
十
四
歳
]

[
名
琉
號

華
陽
]

[
名
景
恒

號
晩
翠
]

[
名
景
華
號
西
岳
]

[
名
虎
]

[
名
繁
]

[
名
士
詞

]

[
名
瑛
]

[
名
欣

]

[
名
蔚

]

[
名
泰
信
號
如
練
]

[
名
正
誠

]

[
名
正
方

號
蘭
渚
]

安
岐

恵

美

三

伯

[
名
貞
榮
]

安
岐

土

子

亮

[
名
叔
明
號
中
南
]

松
永

村

子

鑑

[
名
朗
]

玉
浦

近

藤

子

圭

[
名
璋
]

僧

竹

濁

[
名
淵
住
海
南
玉
壺
山

]

僧

雲

華

[
名
省
]

僧

遊

外

[
名
秀
泰
]

僧

若

粟

[
名
載
昭
]

社
中

澤

士

範

[
名
錦
]

社
中

安

子

桓

[
名
武
]

社
申

永

孝

幹

[
名
貞
卿
]

社
中

永

孝

欽

[
名
明
卿
]

社
中

澤

千

里

[
名
超
]

社
中

川

則

之

[
名
圖
]

生

田

平

一
[
名
元
衡
]

生

田

潭

平
安

猪

蘭

夫

[
名
國
香
]

唐

子

漕

田

氏

[
名
勝
秀
]

安
岐

僧

慮

中

[
名
周
契
號
箆
岡
道
人
]

平
安

大

神

子

一
[
名
景
貫
]

西
肥

大

潮

[
任
]

浪
華

葛

子

琴

[
名
張
]

支
那

大

成

以
上

(
注
)
引
用
に
際
し
て
、
適
宜
、
字
体
を
改
め
た
り
、
句
読
点
等
を
施

し
た
り
し
た
。

附
記

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
三
原
市
妙
正
寺

、
壽
徳
寺
の
方
々
に
御

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ー
九
州
大
学
大
学
院
修
士
課
程
ー
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